
Green light  
アーティスティック・ 

ワークショップ 
オラファー・エリアソン＆tba21 
ヨコハマトリエンナーレ２０１７ 



 
Green light― 
アーティスティック・
ワークショップは、 
デンマークとベルリンを
拠点に国際的に活躍する 
オラファー・エリアソン
による難民・移民支援を
目的に発足したワーク
ショップです。 

Green lightは 
青信号のこと＝受け入れること 



ランプを共に作り 







理解講座（shared learning)で 
共に学び 



共に支え、共に生きることを考えます 



横浜美術館で行われるワークショップに 
参加してみませんか？ 



 
本プロジェクトを「接続」と「孤立」をテーマに開
催されるヨコハマトリエンナーレ2017の展覧会「島
と星座とガラパゴス」の横浜美術館会場にて実施し
ます。 
難民・移民のように祖国・故郷を否応なく追われた
人々を孤立させることなく、社会に接続する意義に
ついて、また、「共生」の意味について、より広い
層に人々と考え、共有することを目標とします。 
 

ウィーン→ヒューストン→ベネチアで行われたワークショップ

今夏、横浜へ 



 
理解講座 
＆ 

ランプをつくるワークショップ 
 

８月／９月／１０月 
各月２回程度 

時間：13:00-17:00（予定） 
募集人数：各回10名程度 

ヨコハマトリエンナーレ２０１７ 
横浜美術館会場での開催 



 
ランプをつくるワークショップのリーダー 

 
手仕事に関心のある方 

難民・移民問題をはじめ、 
多文化共生に関心のある方 

 
制作されたランプは横浜美術館内に展示されます 

募集中 
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